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JCT化前の状況 Ｎ
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新旧橋台位置（竪壁コントロール）

As

As As

A1
A2

新 設 橋 台
既 設 橋 台 既 設 橋 台

新 設 橋 台
≒4600

≒3600

新底 版 新 底版

南 側 道 北 側 道

・既設橋の背後に新設橋台

・基礎杭位置の重なり

・既設杭の再利用の可能性

松江JCTの道路
計画から決まる
橋台位置

ＩＦ．既設橋台の背後に新設橋を計画

As

As As

A1
A2

新 設 橋 台
既 設 橋 台 既 設 橋 台

新 設 橋 台

新 底 版 新 底 版

南 側 道 北 側 道≒5600

（+2000）

≒5500

（+900）

前 後 の Ｄ ラ ン プ 擁 壁
法 線 と の 不 一 致

・橋長の増大（≒3.0ｍ）⇒不経済化

・南側道と本橋の線形の干渉

・南北側道の線形変更は松江JCTの計画の見直し

As

A1

場 所 打 ち 杭
φ 1 2 0 0 × 1 3 . 0 m
n = 3 本

場 所 打ち 杭
φ 1 2 0 0 × 1 3 . 0 m
n = 3 本 （ 既設 利 用 ）

6 0 0 0

2 9 8 0

水 平 力 のみ 負 担
φ 1 2 0 0 × 1 3 . 0 m
n = 3 本 （既 設 利 用）

一 体 化 はし な い

（ 既 設前 列 杭 ）

（ 既設 後 列 杭 ）
( 新設 杭 ）

C A S E . 4

用 ）

ー ト

既存杭の有効利用案（その4）

①杭基礎の安定条件を満たし、底版も現況と同程度である。
②新設杭の本数は、Ａ1橋台3本，Ａ2橋台3本と上述案と同じ。
③既設の前部底版は取壊す必要もなく、施工規模は小さい。



荷重分担の保証
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荷重ケース

常時

常時(浮力有り)

地震時

地震時(浮力有り) 259.3 + P -139.9 + P

-574.6 + P

N(kN) H(kN) M(kN.m)

P -399.2 + P

259.3 + P -315.3 + P

M1915.2 P

1330.6

H

1330.6

1915.2

・新設橋台と既存抵抗杭を一つの構造物と見なす

⇒下図の変位δｘが等しくなるような荷重Ｐの分担

抵抗杭

P
δx δx δx

既設利用箇所

既設杭基礎への荷重

既存杭

モデル図

衝撃弾性波試験

・研磨したコンクリートの表面にセンサーを鉛直に取り付け
・ハンマーでセンサー付近のコンクリート部を打撃し弾性波を発生
・コンクリート中を伝播した弾性波は、端部L(地盤との境界面)で反射
・反射波信号は特定の周波数成分の反射波を選択検知
・伝播時間と所定の伝播速度（弾性波速度）からその深度を推定

深度＝杭長さ（杭長が既知であれば、損傷深度の推定が可能）

鋼製ハンマー

ノートパソコン

オーリス本体

発電機

受信センサー

プリアンプ

試験位置と状況 試験結果（推定長≒杭長⇒損傷なし）
平均伝播時間 設定伝搬速度 推定深度
ΔT（ms） Vp（km/sec) Ｈ=Vp×ΔＴ/2（m）

13.082

6.600 12.879

3.903

3.903

6.704

杭天端
既設

場所打ち杭
No.3

12.8166.568 3.903

調査対象 探査箇所 測点位置

杭天端

矢田跨道橋
A1橋台

既設
場所打ち杭

No.1

既設
場所打ち杭

No.2
杭天端

平均伝播時間 設定伝搬速度 推定深度
ΔT（ms） Vp（km/sec) Ｈ=Vp×ΔＴ/2（m）

既設
場所打ち杭

No.1

矢田跨道橋
A2橋台

杭天端

既設
場所打ち杭

No.3

既設
場所打ち杭

No.4

調査対象 探査箇所 測点位置

既設
場所打ち杭

No.2
4.176 8.685

4.716

8.252

4.159

4.159杭天端

杭天端 3.968 4.159

9.808

杭天端 4.240 8.8184.159

杭天端 3.964 4.307 8.536
新設

場所打ち杭
No.3

Ａ１橋台基礎杭：Ｌ≒13.0ｍ Ａ２橋台基礎杭： Ｌ≒8.5ｍ


